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實
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成
績

一、緒言

理
學
博
士

加
福

均

水
分

の
定
量
は
、
多
く

の
場
合
に
甚
必
要
な
る
は
、
云
ふ
を
俟

た
ざ
る
處

な
る
が
、
然
か
も

取
扱
ふ
物
質

に
よ
り
て
は

其
操
作
甚
し
く
困
難
に
し
て
、
最
大
の
注
意

と
深
甚
な
る
経
験
と
を
必
要
と
す
。
著
者

は
大
正
十
二
年
中
石
炭

タ
ー

ル

中

の
水
分

の
定
量
を
行
ふ
必
要

を
生
じ
在
來
の
各
種
の
方
法
に
よ
り

(
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e
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.
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.
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e
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.
 
Z
e
n
t
r
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1
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)
 
1
4
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5
)
是

を
施

行
し
た
る
に
其
何

れ
も
梢

々
不

一
致
な
る
結
果

を
與

へ
果
し
て
何
れ
に
信
を
〓

く
べ

き
か
に
就
て
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會
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第

四

十

六
帙
　

七
八

疑

を
生
じ
再
三
之
を
繰
返
し
た

る
も
其
成
績

は
常

に
不

一
致
勝
に
し
て
、
何

れ
も
信
頼
す
る
に
足
れ
り
と
認
む
べ
き
竜

の
な
く
、
苦
心

の
結
果
偶
自
己

の
創
案
に
か
ゝ

る
装
置
を
案
出

し
、
此
装
置
を
用
ゐ
て
、
該
石
炭
タ
ー

ル
の
水
分
定
量

を
行

ひ
た
る
に
其
結
果
は
豫
想
以
上
の
美

し
き
成
績
を
呈
し
た
う
。
更
に
該
装
置
は

一
般

の
水
分
定
量
に
鷹
用

し
得
べ

き
を
知
う
直
ち
に
幾
多

の
他

の
物
質
に

つ
き
之
を
試
み

た
る
が
、
殆
凡
て
の
場
合
に
於
て
甚
満
足
な
る
結
果
を
與

へ
だ

る
を
以
て
次
に
之
を
摘
録

し
同
學

の
參

考
に
資

す
。

二
、
装
置

の
要
領

本
装
置
は
要
す
る
に
檢
體

と

ト
ル
オ
ー

ル
若
く

は
キ
シ

ロ
ー

ル
を
入
れ
だ
る

フ
ラ

ス
ク
と
、
之
に
附
帯
す

る
逆
流
冷
却

第一圖

器
と

の
中
間
に
特
殊
の
構
造
を
有
す
る
ア
ダ
プ
タ
ー

を
挾
み
逆
流
冷
却
器
よ
り
還

り
來
る
凝
縮
液
體

を
ア

ダ
プ
タ
ー
に
接
績
せ
る
劃
度
器
内
に
於
て
二
層
に
分

別
せ
し
め
下
暦
の
水
の
み
を
殘
留

し
上
層
は
再
び

フ

ラ

ス
ク

中
に
歸

還
せ
し
む
る
如
き
様
式
に
し
て

フ
ラ

ス
ク
を
適
度
に
熱
す
る
と
き
は
鼓
に
敍

上

の
循
環
作

用
を
起
し
槍
體

の
保
有
せ
る
水
は
全
部
劃
度
器
中
に

次
第
に
集
積
す

る
を
以
て
其
容
積

を
観
測
し
て
水
分

定
量
の
目
的
を
達
す

る
な
う
o
最
初
に
考
案

し
た
る
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水
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及
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實
驗
成
績
　
七
九
装
置
は
第

一
圖
に
示
す
が
如
き
竜
の
に
し
て
Λ

は
容
積

凡
そ
五
〇
〇
蝿
の
二
首

フ
ラ

ス
ク
B

は
ア
ダ
プ
タ
ー
C
は
劃
度

器
D
は
逆
流
冷
却
器

な
り
。
先
、
檢
體

若
干
量
を
秤
量
し
て
A
に
入
れ
其
上
に
ト
ル
オ
ー

ル
凡
そ

一
〇
〇
二

〇
〇

竓
を
注
ぐ
べ
し
。
此
際
秤
量
す
べ
き
檢
體

の
量

は
其
水
分
含
有
率
の
高
低
に
随

つ
て
定

む
べ
き

は
勿
論
な
る
が
要
す
る
に

最
後
に
劃
度
器
内
に
集
蓄
す
る
水

の
量
が

一
蛇
以
上

一
〇
蛎
以
下
と
凍
る
様
豫

め
注
意
す
る
を
要
す
。
又
劃
度
器
に
集

積
す
る
水
は
○
・
〇
二
蛇
を
區

別
す
る
こ
と
困
難
な
る
を
以
て
檢
體

の
秤
量
は
五

〇
〇
分

の

一
の

正
確
さ
に
て

充
分
な

第二圖

る
竜

の
な

れ
ば
梢

々
敏
感

な
る
上
皿
天
秤
を
使
用
す

る
を
可
と
す
。
各
部
分
を

コ
ル
ク
栓
を
以
て
圖
に
示

す
通

り
に
蓮
結
し
た
る
後

フ
ラ

ス
ク
を
砂
浴
、
空
氣

溶
、
油
浴
、
若
し
く
は
金
屬

浴
上
に
て
加
熱
し
内
部

の
ト
ル

オ
ー
ル

が
活
溌

に
沸
騰
を
持
績
す
る
様
加
熱

を
調
節
す
べ
し
。
然
ら
ば

ト

ル

オ

ー

ル
は
檢
體

の

有
す
る
水
分
を
伴

ひ
矢

の
示
す
方
向
に
循
環
を
開
始

す
る
を
以
て
約

二
時

問
に
て
檢
體

は
全
く
乾
燥
し
、

其
保
有
せ
し
水
は
C

に
溜
り
、
劃
度
器
内

の
上
層
液

は
全
く

透
明
と
な
る
を
以
て
於
此
加
熱
を
停
止
し
、

冷
却
後
水

の
容
積
を
度
盛

に
随

つ
て
觀

測
せ
ば
可
な
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八
○

り。

キ
シ
ロ
ー
ル

を

ト
ル
オ
ー
ル
に

代
用
す
る
は
特
に
急
速
を
要
し
、
且
檢
體

が
キ

シ
ロ
ー

ル
の
沸
點
附
近
に

於
て

稍
々
安
定
な
る
物
質
な
る
を
必
要
條
件

と
す
。

此
装
置
は
單

簡
に
し

て
甚
便
利
な
れ
共
、
二
首

フ
ラ

ス
ク
の
首
の
部
分
竝

び
に
、
各
接
績
を
司
れ
る

コ
ル
ク
栓

の
附
近
に
、
常

に
水
球
の
附
着
す

る
を
見
、
且
最
初

の
間
に
此
現
象
著

し
き
を
以

て

コ
ル
ク
の
細

孔
が

一
部

の
水
を
吸
収

す
る
虞
な

し
と
せ
ず
。

此
缺
點

を
除

か
ん
が
爲

に
、
次
に
考
案
せ
し
装
置
は
第
二
圖

の
如
く
、
接
績
を
全
部
磨
合
は
せ
と
な
し
、
ア
ダ
プ
タ
ー

と
劃
度
器
と
を
融
合

せ
し
め
た
る
も

の
な
う
。

此
装
置

に
於

て
特
に
有
利
な
る

は
接
觸

が
磨
合
は
せ
な

る
爲
何
れ
の
部

分
も
均
等
に
蒸
氣

の
通
路
と
な

り
、
最
初

の
中

は
庭
々
に
水
球
の
附
着
す
る
を
見
る
も
、
夫
等

は
速
か
に
消
失
す

る
こ

と
其

一
な
わ
。
又

劃
度
部
と
蒸
氣
通
路
と
を
連
絡
せ
る
管

は
恰
も
P
e
r
i
o
d
i
c
 
S
y
p
h
o
n
を

形
成
せ
る
を
以
て
、
劃
度
部

に
溜
る
乳
状
液
に
沈
降
分
別

の
飴
裕
を
與

ふ
る
を
以
て
、
循
環
沸
騰

の
時
間

を
節
約

し
得
る
こ
と
其

二
な
り
。
其
他
装

置
の
組
立
て
に
於

て
第

一
圖

の
竜

の
は
コ

ル
ク
の
挿

入
に
際
し
、
各
部

の
調
節
精
々
困
難
な
れ
ど
竜
第

二
圖
の
者
に
於

て
は
全
く
調
節
を
要
せ
ず
、
唯
單

に
磨
合
せ

の
連
結
部

を
緊
密

に
結
合
せ
し

め
、
適
當
な

る
ク
ラ

ン
プ
を
し
て
保
持
せ

し
む
る
を
要
す
る
の
み
な
れ
ば
取
扱
に
甚
便
利
な
り

。

三
、
實
驗

先
、
實
驗

誤
差

の
程
度
を
知
ら
ん
が
爲
、
豫

め
乾
燥
し
た
る
脱
脂
綿
、
脂
油
、
陶
土

等
を
檢
體

と
し
之
に
若
干
の
水
分

を
與

へ
た
る
後

一
方
に
於
て
本
装
置
に
よ
り
、
水
分
の
定
量
を
行
ふ
と
同
時
に
、
他
方
に
於

て
通
常

の
方
法
を
用
ひ
て

分
析
を
行

ひ
、
其
等
の
結
果
を
比
較
し
た
る
が
、
何
れ
の
場

合
に
於
て
竜
、
實
在
水
量

の
九
五
箔
以
上
に
相
當
す
る
結
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實
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八

一

果
を
與
ふ

る
を
知
り

得
た

り
o

檢
體
　
檢
體の

重

量
　

水

分

實

在

量

脱

脂
綿

 

一
〇
・
〇
〇
瓦

 
五
・
○
○

瓦

同
　

一
〇
・
〇
〇
〃
　

四

・
○

○
〃

同
　

一
〇
・
○
○
〃
　

三
・
〇
〇

〃

同
　

一
〇
・
〇
〇
〃
　

二

・
○

○
〃

同
　

一
〇

・
〇
〇
〃
　
一
・

○

○
〃

脂

肪
　

二
〇

・
〇
〇
〃
　

二
・
五

〇
〃

同
　

二
〇
・
○

○
〃
　

二
・
七

五

〃

陶

土
　

五

〇
・
○
○
〃
　

五

・
〇
〇
〃

同
　

五

〇
・
〇
〇
〃
　

五

・
○

○
〃

通

常

法
に

よ

る

 
本
装

置

に
よ

る

分

析

結

果

分

析

結

果

五

・
〇

一

一
%

 

四

・
九

〇
%

三
・
九
九

三
〃
 

四
・
〇
〇
〃

三
・
〇
〇
五

〃
 

二
・
九

五
〃

二
・
○

〇

二
〃
 

二
・
○
○
〃

○

・
九
九

八
〃
 

○

・
九
五
〃

二
・
四

三
七
〃
 

二

・
四
五
〃

二
・
七
三

三
〃 

二
・
六
五
〃

四

・
九
五

〇
〃
 

五

・
〇
〇
〃

五

・
〇

二

一
〃
 

五

・
〇

五
〃

時

間

　
二
・
〇

　
二

・
〇

　
二
・
五

　
二
・
○

　
二

・
五

　
二
・
〇

　
二
・
〇

　
二

・
〇

　
二

・
五

誤

差

(
一
)二

・
○

%

(
一
)
一
・
七

〃

(
一
)五

・
〇
〃

(
一
)
二
・
○

〃

(
一
)三

・
七

〃

(
一
)

一
・
○

〃

以
上
は
何
れ
も
溶
媒
と
し
て
、
市
販
の
純

ト

ル
オ
ー

川
を
乾
燥
再
溜
す
る
乙
と
な
し
に
使
用
し
た
る
も
の
な
る
が
、
實

驗
の
誤
差

は
多
く

の
場
合
に
負

二
乃
至
三
%
最
大

の
場
合

に
負

五
%
を
呈
す
。
但
最
後

の
陶
土
に
對

す
る
誤
差

は
正
値

を
有
す

る
が
如
き
も

、
此
は
恐
ら
く
は
水
分
實
在
量
の
推
定
に
誤
謬
あ
り
し
に
墓
く
も
の
な
ら
ん
か
。

次
に

ト
ル

オ
ー

ル
に
代
ふ
る
に
、
キ

シ
ロ
ー

ル
、
竝

び
に
キ

シ
ロ
ー

ル
と

ト
ル

オ
ー
ル

の
混
合
體

、
ト
ル

オ
ー

ル
と

ベ
ン
ゾ

ー

ル
の
混

合
物
、

ベ
ン
ゾ
ー

ル
、
石
油
、
石
油
エ

ー
テ

ル
等
を
以
て
し
、
温
度

の
分
析
結
果
に
及
ぼ
す
影
響

を
試
驗

し
た
る
が
、
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會
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四
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帙
　

八
二

多
く
の
場

合
に
於

て
キ

シ
ロ
ー
ル

を
使
用
す
れ
ば
分
析
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
し
得
た
る
も
、

二
三
の
場
合
に
檢
體

の

分
解
が
之
に
伴

ふ
こ
と
を
認

め
た
り
。
又

ベ

ン
ゾ
ー

ル
を
添
用
す

る
と
き
は
實
驗

時
間
を
延
長
す

る
を
要
し
、
ベ

ン
ゾ

ー

ル
の
み
な
れ
ば
凡
そ
二
十
時

間
を
要

し
石
油
エ

ー
テ

ル

(
沸
點
六
〇
－
七
〇

度

)
を
以
て
す
る
時
は
百
時
間
を
費
す

も
尚
其
結
果
は
過
小
な
る
こ
と
を
経
驗

し
た

り
。

四
、
實
驗

の
結
果

次
に
參

考

の
爲
各
種

の
檢
體

に

つ
き
本
装
置
を

用
ゐ
て
分
析

し
得
た

る
水
分
含
有
率

を
表
示
す
。
但
何
れ
も

溶
媒

と
し
て
は
凡
そ
百
乃
至
百
五
十
竓

の
市
販

ト
ル
オ
ー

川
を
使
用

し
、
大
約
二
乃
至
二
・
五
時
間
の
加
熱

の
後
、
冷
却
し

て
其

水
容
を
觀

測
し
た
る
も

の
な

る
が
、
尚
對

照
の
爲

め
通
常

の
方
法
に
よ
り
て
得
た
る
結
果
を
も

附
記
し
た
り
。

檢體　檢體重量(g)　

水
ノ
容
積
(
m
l
)
　
含
水
率
　
在
來
法
ニ
ヨ
ル
　
含
水
率

ア

ス
フ

ァ

ル
ト
　

五

〇

・
○
　

○
・
三
〇
　

〇

・
六
〇
　

〇

・
五

五

同

(
雲

南

産

)
　

五

〇
・
○
　

○
・
一
二
　

〇

・
二
四

　－

石
炭
　

五

〇
・
〇
　
〇

・
二
六
　
〇

・
五

二
　

〇
・
五

一

同
　

五

〇
・
○
　
一
・

九

〇
　

三

・
八

〇
　

三
・
八

五

同
　

五

〇
・
〇
　
三
・

三
〇
　
六

・
六
○
　
六
・
五

○

樟
腦

油
　

六

〇
・
○
　

○

・
三

〇
　

〇

・
五

〇
　

〇
・
四
八

同
　

五

〇
・
〇
　

二
・
〇
〇
　

四

・
○
〇



報文

新

水

分
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量

装

置

及

其

實
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成

績
　

八
三

粗

製
樟
腦
　
五

○

・
〇
　

一
・
八

〇
　

三
・
六
〇
　

三
・
九

同
　

五

〇
・
〇
　

二
・
〇
〇
　

四
・
〇
〇
　

四
・

〇菎?〓

子
油
　

五

〇
・
○
　

〇
・
一

〇
　

〇
・
二
〇
　
-

木

タ

ー

ル
　

五

〇
・
○
　

○

・
三

八
　

○

・
七
〇
　

〇

・
九

五
?

バ

タ
　

一
〇
・
〇

 
 

一
・
一
〇

 

一

一
・
〇
　
-

煉

乳
　

二

〇
・
〇
　

五

・
〇

二
　

二

五
・
一
　

二
三
・
二
?

卵
白

(
家

鴨

)
　

一
〇
・
○
　

八

・
〇

二
　

八

○
・
二
　
-

卵
黄

(
同

)
　

一
〇
・
〇
　

四

・
八

〇
　

四

八

・
〇
　
四

五
・
○
?

碎
米

(
シ

ャ

ム
産

)
　

二
五

・
〇
　

三

・
二
〇
　

一
二
・
八
　
-

糖
蜜
　

一
〇
・
〇
　

二
・
七
二
　

二
七

・
二
　

二
六

・
八

赤

糖
　

五

〇

・
〇
　

三

・
二
四
　

六

・
四

八
　
-

赤
ザ

ラ

メ
　

五

〇

・
○
　

○

・
五

〇
　

一
・
○

○
 
　
-

白

糖
　

五

〇

・
○
　

○

・
五

二
　

一
・
〇
四
　
-

牛

肉
　

一
〇
・
〇
　

七

・
四

〇
　

七

四

・
〇
　
-

醤

油
　

一
〇

・
○
　

八

・
〇
〇
　

八

○

・
○
　

八

〇
二

同
　
一
〇

・
〇
　

六
・
四
〇
　

六

四

・
〇
　

六

三
・
六



報文

日

本

化

學

會

誌

第

四

十

六
帙
　

八
四

石

炭

タ
ー

ル
　

一
六
・
〇
　

六

・
〇
〇
　

三
七
・
五
　

二
八

・
〇
-

三
八
?

大

豆

粕
　

五

〇

・
〇
　

九

・
○

〇
　

一
八
・
〇
　
-

鋸

屑

(
杉

)
　

一
〇
・
〇
　

三
・
七
〇
　

三
七

・
〇

　-

同

(
檜

)
　

二
〇
・
〇
　

三

・
○
〇
　

一
五

・
〇
　

一
五
・
一

豚

毛
　

二

〇
・
〇
　

二
・
八

〇
　

一
四

・
〇
　

一
四
・
○

毛
絲
　

一
八

・
五
　

二
・
二
〇
　

一
一
・
九
　
-

綿
絲
　

三

一
・五
　

二
・
六

〇
　

八
・
三

　-

絹
絲
　

六

〇
・
五
　

六
・
三
〇
　

一
〇

・
四
　
-

要
す
る
に
本
装
置
を
使
用
す
る
と
き
は
、
各
種
物
料

の
水
分

の
定
量
分
析

を
甚
簡
單

且
容
易
に
遂

行
す
る
を
得
べ
く
其

正
確
さ
も
大
約
實
在
量
の
九
五
%
以
上
を
指
示
す
る
を
似
て
、
工
業
材
料
、
肥
料
、
食
料
品
等

の
取
扱
、
取
引
等
に
際

し
特
に
座
用
す
る
債
値

あ
る
も
の
と
信
ず
。
(
於
臺
灣
總

督
府
中
央
研
究
所
)


